
DX実現に向けた
NTTアドバンステクノロジの
AIロボティクスビジネス

最新動向

インタビュー1

“AugmentedAutomation”による真のDX実現
NTTアドバンステクノロジ株式会社　取締役　AIロボティクス事業本部長　髙木 康志氏

WinActorから拡がるDX①（WinActorの進化）2

真のDX実現を支援する“現場フレンドリー”なRPAとして、
弛まぬ進化を続けるWinActor®

WinActorから拡がるDX②（WinActor Cast on Call）3

DX拡大に貢献するクラウド型RPAサービス「WinActor Cast on Call」

ベスト・オブ・ブリードによるDXの拡大4

ベスト・オブ・ブリードを基軸に、“WinActor×X”で顧客提供価値を拡大

WinActorの海外展開5

コト売りを軸に、WinActorの海外展開を強化・加速
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⊖はじめに、6本柱の1つとして、注
力されているAIロボティクスビジネス
の最近の状況からお聞かせください。
高木　NTT-ATは、事業拡大に向けた6
本柱の1つとしてRPA「WinActor®」
を核としたAIロボティクスビジネスを
積極的に推進しています。デジタル技
術によって業務やビジネスの変革を行
うデジタルトランスフォーメーション
（DX）の重要性が叫ばれ、それを実現
するソリューションとしてRPAが注目
を集め、大企業を中心に導入が拡大し
ました。NTT研究所のR&D成果を、 
NTT-ATが2014年1月に商用サービス
化したWinActorは、2020年10月に
導入企業数5,500社超、国内シェア
No.1を誇るRPAに成長しました。RPA

が得意とする定型業務の自動化はDX

に向けたSTEP1と定義され、これは
かなり浸透してきました。さらに日本
企業の働き方改革の推進とコロナ禍に
よるオフィス業務のさらなるDX化が
急速に進んできており、AIロボティク
スビジネスも次のステージに入ったと
捉えています。
⊖コロナ禍でどのような課題が浮き
彫りになり、それを解決するにはどん
な取り組みが重要だとお考えですか。
高木　日本企業の労働生産性は相対的

に低く、長い間解決されないままでし
た。その原因は様々ですが、「電子化の
遅れ」「縦割りシステム」「セキュリティ
対策の遅れ」といったものが挙げられ
ます。この3つは、日本でテレワーク
がなかなか進まない主たる要因でもあ
ります。この課題を解決するためには、
RPAとAIを組み合わせて定型業務だ
けでなく非定型業務まで自動化領域を
拡大し、さらに認証や証跡といった
様々なセキュリティ技術も組み合わ
せ、これらをワークフローという一連
の流れとして実現することで業務全体
のDXを実現する“Intelligent Process 

Automation”の考えが重要です。すで
にこれを実現する様々な技術や製品が
使えるようになっています。この会社
業務全体の自動化を推進するプロセス
全体のデジタライゼーションがSTEP2
です。そしてSTEP3は、サービス連携

を中心とした社会全体に影響を与える
DXの実現です。ブロックチェーンやク
ラウドマッシュアップ技術などを活用
することで、サプライチェーン全体の
自動化へと拡大し、社会全体のDXへと
発展させていくことができると考えて
います。このような「RPAを中心とし
て様々なツールと連携させ、社内外のデ

持続的成長に向けた 6本柱の中核事業の 1つとして、全社連携を基軸に AI ロボティクスビジネスを推進するNTT アド
バンステクノロジ（以下、NTT-AT）。本ビジネスを牽引するAI ロボティクス事業本部長の髙木康志取締役に最近の状況
と今後について伺った。

1 インタビュー

“AugmentedAutomation”による真のDX実現

NTT アドバンステクノロジ株式会社
取締役　AI ロボティクス事業本部長

髙木 康志氏

日本の業務課題と、解決策としての
“AugmentedAutomation”による
DXの推進

2.ベスト・オブ・ブリードによる最適組合せ

＜STEP-3>
社会全体に影響を与える

デジタルトランスフォーメーション
̶ サプライチェーン全体の連携 ̶

 

これまでの取り組み これからの取り組み

 RPAから 
“AugmentedAutomation”による

DXの推進

 RPAから 
“AugmentedAutomation”による

DXの推進
 

1. 定型業務 2-1. 非定型業務

 

2-2. 定型業務

 2-3. 認証/証跡

  

ERP

電子認証

電子署名 

AI-OCR

クラウドPF

業務分析/
BPM

ワークフロー

文書管理

生体認証

自然言語処理

CRM

チャットボット

RPAの単体利用

AI活用

クラウド
シフト/連携

＜STEP-1＞
局所的デジタイゼーション

̶ 定形プロセス自動化 ̶

セキュリティ

3. サービス連携 

サプライチェーン連携

ブロックチェーン

クラウドマッシュアップ

WinActor Ver.7

Cast on Call
Manager on Cloud

WinActor Brain
1.WinActorの進化

RPAを中心として様々なツールと連携させ、
社内外のデジタル化を促進するエコシステム

＜STEP-2>
プロセス全体のデジタライゼーション

̶ 会社業務全体の自動化 ̶

図 1　DX実現に向けた 3ステップ
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ジタル化を促進するエコシス
テム」を、我々の造語ですが、
拡張自動化「Augmented Auto- 

mation」と名付け、今後は特に
STEP2とSTEP3に必要なソリ
ューションを提供していきま
す。

⊖詳細は本インタビューに続
く各論記事でご紹介しますが、
現場フレンドリーなRPAとし
て、WinActorそのものも進化してい
ますね。
高木　WinActorのラインアップとし
て、ノードロックやフローティングと
いったロボット本体、そしてオンプレ
型とクラウド型から選択できるロボッ
ト管理機能、さらに新たなアプローチ
としてのクラウド型ロボットサービス
やAIによる拡張機能等、“現場フレンド
リー”を追求し、より使いやすく進化
させてきました。特にRPA本体は初め
て 一 か ら 作 り 直 し、 本 年1月 に
WinActor Ver.7としてリリースしまし
た。UI/UXを刷新したほか、シナリオ
作成の容易化や、各種連携機能の強化、
シナリオの言語非依存化などの多言語
化（グローバル化）を図りました。
また、クラウド型の管理サービス

「WinActor Manager on Cloud」やクラ
ウド型ロボットサービス「WinActor Cast 

on Call」、AIによる拡張機能「WinActor 

Brain」など、クラウドサービスについて
も進化させてきました。そのなかには、
シナリオ作成をより簡単に、より効率的に
行うための支援ツール「WinActor Brain 

Cloud Library」 や、 ユ ー ザ ー と
WinActorとの対話による共同作業を実
現する「WinActor Brain NaRuKami」
があります。
⊖STEP2/STEP3に必要なソリュ

高木　WinActorは、図2に示すように
4つの軸で今後も発展させていきたい
と思っています。1つは、WinActorの
最大の特長である“現場フレンドリー”
を実現するための利便性のさらなる向
上です。象徴的な機能の1つとして、
シナリオ作成をさらに簡単にするノー
コードシナリオ開発環境が挙げられま
す。また、運用の安定性／信頼性とし
て、オンラインアップデート機能やブ
ロックチェーン（自動証跡保管）機能
の提供、さらにはデスクトップからク
ラウドへの取り組みを強化・加速し、
現在サービスごとに提供中の各種機能
をプラットフォーム｢WinActor　
Cloud Service Platform(WACSP)｣上に
統合する予定です。人との協業につい
ても、人の判断を組み込むためのチャ
ットサービスや、人の意図理解に向け
た自然言語処理／画像認識、さらに
NTT研究所と連携しつつ自律型RPA

としてのデジタルツイン化 (Digital 

Twin Computing)にも取り組みたいと
考えています。
⊖最後に、今後の抱負を一言････。
高木　WinActorの機能高度化に加え、
パートナーアライアンスに基づくエコ
システムでAugmentedAutomationによ
るお客さまの真のDX実現に貢献したい
と思っています。
⊖本日はありがとうございました。

ーションの提供に向け、どのような点
に注力されていますか。
高木　WinActorはオープンイノベーシ
ョン戦略をとっていますので、特定の技
術や製品を囲い込むことはせず、世界中
の優れた技術と自在に組み合わせるこ
とでお客さまの最適なDXを実現してい
ただく、すなわちベスト・オブ・ブリ
ード（BoB）を目指した取り組みを行っ
ています。具体的には、外部のアプリケ
ーション等との連携を実現するための
TPP（テクノロジーパートナープログラ
ム）や、1,600種類以上のサンプルシナ
リオ・ライブラリの提供、WinActorシ
ナリオセンタにおける高度シナリオ開
発支援、ホームぺージ（https://winactor.

biz）でのチュートリアルや優良事例共
有等です。モノづくりからコトづくり
へのシフトと同様に、製品提供から付加
価値づくりのためのソリューション提
供へのシフトを基軸に、WinActorとさ
まざまなDX技術との相乗効果により、
お客さまのDX推進を支援していきま
す。具体的な組み合わせ事例について
は、後続の各論記事の中でいくつかユー
スケースを含めてご紹介します。

⊖WinActorの進化について、今後の
ロードマップをお聞かせください。

2020 2021 2022～ 

シナリオ作成作業の抜本的低減  使いやすい環境 

自動構文チェック

プログラマー向け  
開発環境 シナリオ雛形の充足 

シナリオ作成中のライブラリ
自動リコメンド

実行エラー時の
修正方法リコメンド

BPMツールからの
シナリオ雛形リコメンド

BPMツールからの
シナリオ半自動生成

ノーコードエディタ
（Storyboard）

 
業務や会社をまたがる広範囲な処理の信頼性向上  業務毎の信頼性向上 

安定性向上 

監査対応
（ログ証跡） ブロックチェーン（自動証跡保管）オンライン

アップデート 
実行先読みによる  

エラー推測 

 
自律型RPA　 人の意図理解 人の判断組込み 

チャットサービス（人の判断） 自然言語処理/画像認識 Digital Twin Computing
（RPAのデジタルツイン化）

WACSP（WinActor Cloud Service Platform）の拡充サービス毎機能  

モバイル端末での
監視・制御

Robot as a Service
（クラウド実行型RPA）

クラウドサービスとの連携 

シナリオのクラウド
ホスティング（CoC） 

クラウドサービスの統合（MashUp）

利便性

運用の
安定性/
信頼性

人との
協業

デスク
トップ
から

クラウド
へ

W
inActor

の
進
化

図 2　WinActor のロードマップ

WinActor の進化とベスト・
オブ・ブリードによる
DXの拡大

自律型 RPAの実現を視野に、
進化し続けるWinActor
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“現場フレンドリー”な RPAであ
り続けることを追求し、弛まぬ進化
を続ける「WinActor」は、2010年
に NTT研究所の R&D成果として
誕生。2012年頃から NTT事業会
社での活用が始まり、2014年に
NTT-ATが機能追加して商品化し、
2020年 10月現在、5,500社超の
導入実績を誇る国内シェア No.1の
RPAへと成長した。
働き方改革の推進や withコロナ
への対応を含め、企業や社会にとっ
ての今日的な最重要課題は、新規事
業創出や競争力強化、効率化による
サービス向上を図るためのデジタル
トランスフォーメーション（DX）
の促進と対象範囲の拡大だ。

DX拡大のポイントを、AIロボティク
ス事業本部ロボティクスソリューション
ビジネスユニットの北村和夫BU長は、
次のように強調する。
「WinActorは、DXの拡大を支援
する有力なソリューションです。しかし、
RPAを活用した自動化の範囲を拡大
させようとすると、お客さま環境のクラ
ウドシフトニーズをも踏まえた進化が不

可欠です。そこで NTT-ATでは、1
章の髙木本部長のインタビューで述べ
たように、定型プロセスの自動化（局
所的デジタイゼーション）、会社業務
全体の自動化（プロセス全体のデジタ
ライゼーション）、サプライチェーン全
体の自動化（社会全体の DX）の 3
段階で社内外のDXを促進するエコシ
ステム“AugmentedAutomation”（拡
張自動化）を基軸に、デスクトップ環
境の中で定型業務の自動化機能をさ
らに磨いていくことと、WinActorのク
ラウド機能を進化させることの 2つの
方向性で技術開発を進めています。」

WinActorのラインナップは、ロ
ボット本体、オンプレ型とクラウド
型から選択可能なロボット管理機能、
さらにクラウド型ロボットサービス
や AIによる拡張機能等からなってい
る。本章では、ロボット本
体のブラッシュアップの例
とクラウド連携機能の拡充
について紹介する。

NTT-AT は 本 年 1 月、
WinActor Ver.6シリーズ

を全面的に作り直した WinActor 

Ver.7 シリーズをリリースした。
開発チームの責任者である竹野浩
副 BU長は、Ver.7シリーズについ
て、次のように述べている。
「Ver.7シリーズは、Ver.6シリーズ
をフルリメイクした全く新しい
WinActorです。最大の特徴である“現

NTT 研究所の R&D 成果を 2014 年に機能強化して商用化した RPA「WinActor」は、2020 年 10 月現在 5,500 社超の導入実
績を誇る国内シェア No.1 の RPA だ。継続的な機能追加やラインナップ拡充など、進化し続けてきた結果、企業や社会にとって
の最重要課題であるDX の拡大を支援するソリューションとして注目を集めている。本稿では WinActor の進化の状況を紹介する。

2 WinActor から拡がる DX ①（WinActor の進化）

真のDX実現を支援する“現場フレンドリー”な
RPAとして、弛まぬ進化を続けるWinActor®

AI ロボティクス事業本部
ロボティクスソリューション BU　開発チーム

（中央下段：竹野副 BU 長）
W ピースサインは WinActor の“W”！

AugmentedAutomation により
DX 拡大を支援する WinActor

AI ロボティクス事業本部
ロボティクスソリューション BU

BU 長　北村和夫氏

フルリメイクした
WinActor Ver.7
シリーズ
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場フレンドリー”の思想を一層進化・
深化させ、初心者はもちろん上級プロ
グラマーを含め、誰もが使いやすい
RPAであることを追求しています」

Ver.7シリーズの主な特徴を示す。
①UI/UXの刷新：Ver.6までのアイ
コン、フローチャート等をデザイン
し直したほか、レイアウトの調整を
行い、誰もが使いやすいユーザーイ
ンタフェース、洗練されたGUIへと
刷新した。
さらに新たな開発環境も提供され
利用者に合わせた開発環境の選択が
可能になった。
②多言語対応（日・英）：シナリオ
の言語非依存化により他言語OS環
境でも動作可能になり、海外ユーザ
ーの利便性が格段に向上した。
③非Java化：Javaは不要となった。
④これまでのWinActorとの関係：
Ver.5またはVer.6シリーズのシナリ
オを読み込んで実行できるほか、同
じPCでVer.6と同時に使用できる。
さらに 2021 年 1 月下旬には、

v7.2を公開する予定だ。
図 1に Ver.7シリーズの最大の特
徴である UI/UXの刷新の概要を示
す。Ver.7シリーズでは UIを大幅
に刷新し、新たな開発環境として、
①新たな標準エディタ、②プログラ
マー向け開発環境、③ノーコードエ
ディタの 3つのモードを選択可能と
した。標準エディタの主要機能を図

WinActorを実行中にスクリーンセー
バーが起動するとWindows OSの制
限から不具合が生ずることがあった
が、この課題を解決するスクリーン
セーバー解除機能を提供する。

NTT-ATでは、お客さまのクラウ
ド利用ニーズの増大傾向を踏まえ、
より“現場フレンドリー”な RPA

へ進化するためのクラウドとの連携
サービスの機能強化を図ってきた。
現在提供しているWinActorのクラ
ウド関連サービスとして、複数の
WinActorをクラウド上で集中管理
するための「WinActor Manager on 

Cloud」､ 従量課金制・固定シナリ
オのクラウド型ロボットサービス
「WinActor Cast on Call」、AI連携に
よる IA（Intelligent Automation）へ
の発展に向けた機能拡張サービス

2に示す。
v7.1のプログ

ラマー向けの開
発環境としては、
プログラム開発
と同じ感覚でシ
ナリオ開発が行
えるように、新
たなプログラミン
グ 言 語「Win- 

Actor Scenario 

Script（WSS）」
を追加した。こ
れにより、任意
のエディタを使っ
てテキストベー
スでシナリオ
の開発が可能
なほか、従来の
フローチャートへの変換も可能だ。
さらに v7.2の目玉機能として、プ
ログラミング経験のない方のシナリ
オ作成をより簡単にする新しい開発
環境としてノーコードエディタ
「WinActor Storyboard」を追加予定
だ。このノーコードエディタは、図
3に示したように、シナリオポッド
と呼ばれる部品を並べるだけでシナ
リオが作成できる。
これら 3つの開発環境により、
利用者のプログラミング能力に応じ
て最適な開発環境を選択可能だ。
また、開発環境以外に、v7.2では

高度なテキスト処理を行
うための専用ツール
「WinActorノート」と画
像マッチングツール
「WinActor Eye」の C#化
を行い、Ver.7シリーズ
の一部機能として提供す
る。さらにこれまで、

新たな開発環境（UX） 

新たな標準エディタ
■スタンダード（UI刷新）
■ダークモード
■クラッシックモード（v6以前のイメージ）  

ノーコードエディタ
■WinActor Storyboard（WSB）

プログラマー向け開発環境
■WinActor Scenario Script（WSS）
※新たなプログラミング言語

v 7.2 

v7.0  

v 7.1 

 

行間調整し
操作性向上

デバック関連ボタンを
整理し再配置

お気に入りの
ノード／ライブラリを
呼び出すボタン追加

エラー地点のノードを明示

シナリオ作成でよく使われるものを
一画面で表示

 
シナリオ編集画面（スタンダード）

 

ブラウザを起動し、指定されたURLの
ページを表示します

Webページ内の要素の値を取得します

指定した値と等しいか調べます

Webページ内の要素をクリックします

取得された値がtrueか否かで分岐します

シナリオポッド

●ノーコードエディタ
　WinActor Storyboard

●「シナリオポッド」を並べるだけの
　分かりやすいユーザインタフェース
●シナリオ作成作業からプログラミング的
　要素を排除
●従来のフローチャート形式に変換可能

図 1　UI/UX の刷新

図 2　新たな Ver.7 標準エディタの主要機能

図 3　ノーコードエディタ「WinActor Storyboard」(v7.2)

クラウドサービスの機能強化
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「WinActor Brain」の 3つがある。
以下、WinActor Manager on Cloud

とWinActor Brainの 2つのサービス
について紹介し、WinActor　Cast on 

Callについては、第 3章で紹介する。
●WinActor Manager on Cloud

WinActor Manager on Cloudは、
複数のWinActorをクラウド上で集
中管理するためのサービスだ。本
サービスを利用することで、より便
利かつ効率的にWinActorを利用で
きる。図 4に示すようにスケジュー
ラ機能によって、複数のシナリオを
連続して複数のWinActorで実行す
ることが可能だ。例えば、入力され
たデータ一覧ファイルを分割し、複
数のWinActorで並列処理させるこ
とで処理時間の短縮を図ることがで
きる。また、シナリオの出力結果を
次のシナリオの入力とする連結機能
によって複数のシナリオを連続して
実行することができる。さらに、条
件分岐（異常処理か正常処理か）に
よって、次に実行するシナリオを決
定する機能や、複数シナリオ実行中
に個々のシナリオの終了を待ち合わ
せる機能、シナリオの処理結果を確
認して後続の処理を続けるかどうか
をユーザーが判断する承認機能、
データが揃った（登録した）タイミ
ングでシナリオを実行するデータ駆
動機能も提供している。
また、WinActor Manager on Cloud

では、WinActor Licensor機能も提供
している。WinActorのライセンスには、
PC単位のノードロックライセンスと、
組織で同時に使えるPCの台数を決め
ておくフローティングライセンスフロー
ティングライセンスの 2種類があるが、
本機能はフローティングライセンスの
管理を行うものだ。グループごとにラ

イセンスの最大利用可能数を設定し、
分割管理する。これにより、会社全
体でフル機能版と実行版のライセンス
をそれぞれ複数購入し、グループ割当
を設定・利用することができる。
●WinActor Brain Cloud Library

WinActor Brain の最初の製品が、
シナリオの部品 (ライブラリ )の利
用を容易にするツール「WinActor 

Brain Cloud Library」であり、昨年
提供を開始した。標準のライブラリ
に加え、クラウド上のライブラリを、
カテゴリやキーワードで簡単に検
索、ダウンロードが行える。クラウ
ド上には既に、便利な 1,600 種類
以上のライブラリが登録されてお
り、定期的に追加・更新されている。
本製品はWinActor v6.1 および v7.1 

以降で利用できる。
● W i n A c t o r  C l o u d S e r v i c e 

Platform（WACSP）
図 5に今後のクラウド系サービ

スの発展イメージとして、2021年
度以降で計画しているWACSPの概
要を示す。
竹野副BU長は、「これまでは、サー

ビス毎に個別のクラウド機能を提供し
てきましたが、今後はWACSP上に
統合することで、サービスに依存せ
ず使いたい機能が自在に利用できる
ようにすることを計画中です。また、
クラウド上でのロボット利用サービス
やWeb APIによるクラウドマッシュ
アップサービス等の提供も検討してい
ます」と述べている。

・ 複数のWinActorをクラウド上で集中管理するためのサービスです。
  WinActor Manager on Cloud を利用することで、より便利かつ効率的にWinActorを利用できます。Manager on

Cloud

LOG ライセンス
管理

スケジューラ

管理者

 WinActor
シナリオ群

WinActor
シナリオ群 

 

待機中 シナリオ実行中

複数のシナリオを連続して複数のWinActorで実行することを可能にします。

Manager 
on Cloud 

ライセンス  
管理 

スケジューラ

LOG 

Cloud 
Library 

Search 

Cast on 
Call 

課金 

●現在サービスごとに提供中の各種機能をプラットフォーム上に統合
●サービスに依存せず使いたい機能が自在に利用可能に！（2021以降で計画中）

●サービスマネジメント ●統合管理 ●ERP/CRM/電子決裁 ●AI-OCR 

●物品管理 ●Office 

WinActorユーザー CoCユーザー

WinActor Cloud Service Platform（WACSP）  
Brain

チャットボット・利用状況分析 等

シナリオ
エディタ

 
 

ライセンス
管理スケ

ジューラ
 
 

LOG／
課金

シナリオ
ホスティング 

WebAPI　Mushup

Robot as 
a Service

WinActorユーザー

ログ

AIRead Jijilla
DX Suite ABBYY FlexiCapture JP1 Hinemos

図 4　「WinActor Manager on Cloud」のスケジューラ機能

図 5　「WinActor Cloud Service Platform（WACSP）」の概要
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WinActor Brainは、WinActorをさ
らに多くのお客さまや業務への利用
を拡大するために、NTTグループで
培った AI技術等の活用によるシナリ
オ作成の容易化／シナリオ作成支援、
RPA導入の容易化／業務の見える化、
自動化範囲の拡大／非定型業務対応
を目指したものだ。最初の製品が前
述のWinActor Brain Cloud Library

で、続く製品が「WinActor Brain 

NaRuKami」（以下、NaRuKami）だ。
IAイノベーションビジネスユニッ
トの佐藤周一 BU長は、「NaRuKami

は、“なるべく紙を無くす”ために、
ユーザーとWinActorとが対話をして
協力しながら作業を進めることで、
自動化範囲を拡大することを目指し
たツールです。これによって、シス
テム運用や申込受付等の非定型業務
において、WinActorの活躍の場が拡
がるものと期待されています」と強
調する。現在、「NaRuKami 運用サポー
ター」と「NaRuKami 受付サポーター」
の 2つの拡張機能を提供している。
●NaRuKami 運用サポーター
これは、ノーコードで簡単に

WinActorと各種チャットアプリ
（Slack®やMicrosoft Teams®）をク

●NaRuKami 受付サポーター
これは紙の各種帳票入力をチャッ
トボットで代替することで、受付申
込業務のデジタル化を実現できる拡
張機能だ。これまで紙で行っていた
各種申込をタブレット上のチャット
から回答することで、既存システム
に入力内容を自動投入することが可
能になる（図 7）。主な特徴を以下
に示す。
①ノーコードで各種帳票をチャット
ボット化できる。
②既存のシステム構成を変更せず簡
単に連携できる。
③窓口業務の効率化・コスト削減が
図れる。
ユースケースとして、病院の受付
業務があげられる。問診票の手書き
記入＋電子カルテへの手入力から、
回答用タブレットのチャット画面入
力により、記入誤りと情報登録時間
の削減が可能となる。
佐藤 BU長は、「NaRu Kamiと自

社の監視系製品（4章
で述べる＠De AnoSな
ど）と組み合わせたソ
リューションの創出に
も注力しています」と
述べている。

ラウド上の NaRuKamiサーバを介
してつなぎ、チャットアプリでWin 

Actorを対話的に制御する拡張機能
だ。WinActorのシナリオ実行中に
人の判断が必要になったとき、ユー
ザーが遠隔からタイムリーに作業指
示を出すことができる（図 6）。主
な特徴を以下に示す。
①シナリオに追加するのはライブラ
リ1つだけ。
②簡単な設定ですぐに使える。
③日頃から利用しているチャットツ
ールでWinActorを操作できる。
代表的なユースケースとして、シ
ステム運用業務への活用があげられ
る。本機能により、WinActorを実行
する端末の前にでシナリオの実行結
果を監視する必要がなく、WinActor

からリアルタイムにスマートフォン
に実行結果が通知されるため、リ

モートワーク中でも遠隔
からチャットで対処でき
る。

AI ロボティクス事業本部
IA イノベーション BU　開発チーム

（中央：佐藤 BU 長）

①WinActorからの指示

②チャットアプリからWinActorへの指示

NaRuKami

手書きによる記入誤り、手入力でのシステム投入によるタイプミス・投入時間の削減！

多様な
手書き帳票

各種
既存システム

Before
　　　手書き記入＋手入力

手書きで記入 手入力でシステムへ投入

After
　　　受付サポーター

チャットで回答

図 6　「WinActor Brain NaRuKami 
運用サポーター」の概要

図 7　「WinActor Brain NaRuKami 受付サポーター」の概要

“なるべく紙を無くす”ソリューション
「WinActor Brain NaRuKami」
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「WinActor Cast on Call」は、　ラ
イセンス販売によるWinActorの派
生商品として、2019年 9月に生ま
れた。サービス名称の WinActor 

Cast on Callには、シナリオに従っ
て自動化を演じる俳優（作業実行者）
の“配役（Cast）”を出番時に呼び
出す（on Call）という意味合いが込
められている。
本サービスの発案者でサービス開
発を率いる AIロボティクス事業本
部ディスラプティブイノベーション
ビジネスユニットの山本顕範 BU長
は、「業務の自動化ツールとして非
常に優れているWinActorを、大企
業だけでなく、導入や運用保守に費
用を割けない中小企業を含めより多
くの方々にもっと手軽に使っていた
だくことと、お客さまの利用動向を
把握してレコメンデーションを行う
仕組みをつくることを視野に考案し
たクラウドによるサブスクリプショ
ンモデルの全く新しい RPAサービ
スです」と語る。

WinActor Cast on Callの最大の特
徴は、シナリオを開発する必要がな

く、自動化したい業務に
マッチしたシナリオを選ん
でクラウドからダウンロー
ドして実行するだけ。必要
であれば複数のシナリオを
組み合わせて業務を自動化
する。しかも料金は、ご利
用に応じた従量課金制で予
算に応じて柔軟に利用でき
ることだ。また、クライア
ント PCにてWinActor Cast on Call

専用のクライアントソフトを起動す
ることで、個人情報や機密情報が多
く含まれる業務データをクラウド上
にアップせずに自動化を実現でき
る。シナリオの設定ファイルは、脚
本のト書きの意味で「スラッグライ

ンファイル」と呼び、ユーザー環境
の設定を記述することで、同じシナ
リオを利用しても個々のユーザー環
境に応じて動作する。自動化のシナ
リオは、企業や自治体で行われてい
る汎用的な業務を自動化するシナリ
オをはじめ、WinActor Cast on Call

お客さまの DX 拡大に貢献しているのが、データの作成・転記・加工・照合といった、日々の仕事の中で欠かせない業務を簡単に
自動化できる従量課金制・固定シナリオの RPA サービス「WinActor Cast on Call」だ。NTT-AT は、本サービスを 2019 年 9
月に開始。以来、DX 時代の新しい業務自動化ソリューションとして、サービスのブラッシュアップを図っている。

3 WinActor から拡がる DX ②（WinActor Cast on Call）

DX拡大に貢献するクラウド型RPAサービス
「WinActor Cast on Call」

AI ロボティクス事業本部　ディスラプティブイノベーション BU
WinActor Cast on Call 担当
（右から 2 番目：山本 BU 長）

業務自動化を簡単・迅速に、
しかも料金は使った分だけ

ユーザー 

クレジットカード
課金業務に合わせて

準備されたシナリオ  

シナリオを

選んで1 
使った分だけ

お支払い3 3 

シナリオ

実行結果送信 
経理システム、
財務システム、
OCR、SFA、CRM等の
外部サービスと連携  

● 「シナリオを開発せず、“選んで実行する”だけの全く新しいRPA」サービス
● 従来の従量課金制＆クレジット支払に加え、定額制＆請求書支払にも対応
● Mobile端末による遠隔操作にも対応し、フレキシビリティが向上

定額制
請求書支払
にも対応

（年度内予定）

シナリオを

使って 2 
スケジューリング可能

Mobile対応
（10/1 β版リリース）

CREDIT CARD

INVOICE

xt

図 1　「WinActor Cast on Call」のアップデート概要
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のパートナー企業が作成した特定業
務のシナリオが公式サイト（https://

castoncall.winactor.biz/）に日々アッ
プロードされている。

図 2にWinActor Cast on Callの活
用例として、共通業務の一括自動化
の例を示す。パートナー企業はテナ
ントとして、特定業種向けに特化し
たシナリオや企業や取引先で使われ
ている共通・類似様式のシナリオを
提供し、社内ならびに企業グループ
の効率的かつ迅速な DXを支援して
いる。テナントの増加はWinActor 

Cast on Callの利用拡大につながる。
これまでは、NTT-ATが独自に作成
するものが多かったが、ここにきて
シナリオの提供に興味を持つテナン
トが増加しているという。
例えば、国際的な電子商取引を行
う越境 ECが、中央省庁の補助金施
策もあって、非常に盛んになってき
ている。越境 EC事業は、税関の書
類処理が非常に煩雑で大変なことか
ら、この業務に特化したシナリオを
提供するテナントもいる。「越境 EC

業務関連シナリオ」では受注情報か
ら、伝票およびインボイスの作成、
発注者への連絡を一貫して自動で処
理し、1件あたり 30分程度かかっ
ていた作業を 3分程度に短縮した。
また、前述したように、自社で開発
した会計ソフトとパックで提供する
自動化シナリオの開発に取り組んで
いる事業者もいる。
企業グループ内の複数部門で、
共通業務シナリオを統一的に使うこ
とで効率的かつ迅速に DXを実現す
ることが可能だ。しかもサービスサイ

力すると、最適なシナリオがレコメ
ンドされるというものだ。
このサービスを実現するために
は、大量の利用データが必要であり、
そのための価格設定に加え、単純な
動作のシナリオを部品集として用意
し、それを組み合わせて簡単に自動
化が行えるような使い方にも取り組
んでいる。
利用拡大に向けた新たな機能の提
供の第一弾がMobile端末対応で、
2020年 10月 1日にβ版をリリー
スしている。これは、Androidと
iOSを使って、WinActor Cast on Call

のアカウントを持つユーザーが
Mobile端末からログインすること
で、ローカル PCの Cast on Callクラ
イアントに対し、リモートからのシ
ナリオ実行指示や実行結果の確認が
可能となる機能だ。将来的には、
Web APIによる連携シナリオの提供
も計画している。
山本 BU長は、「現在のオンプレ
ミスの PC上のWinActorを拡張し、
Windowsに限らずクラウド間のシ
ステム連携や業務連携に対応した
APIを活用して、自動化機能そのも
のも連携させたいと思っています」
と述べている。

ト上の「ダッシュボード」ではログ分
析や実行管理ができるため、シナリ
オ提供者の情シス部門・サービス事
業者の負担軽減にもつながる。また、
サブスクリプションモデルであるため
シナリオの保守や管理も不要だ。

利用料金については、従来の従量
課金制＆クレジット支払に加え、定
額制＆請求書支払にも今年度内に対
応する予定だ。個人利用はクレジッ
ト支払が利用しやすいが、企業の場
合はクレジット支払が難しいことか
ら、請求書支払への対応は不可欠だ。
これにより、個人と企業の両方の利
用が拡大することが期待できる。実
際、定額制を利用して、特定の業務
ソフトと自動化シナリオをパックに
して提供することを考えている事業
者もいるという。

WinActor Cast on Callの利用が拡
大すると、シナリオの利用傾向を踏
まえたレコメンデーションサービス
の提供も可能になる。これは、ユー
ザーのニーズに合わせたシナリオを
多数用意しておき、ユーザーが自動
化したい業務などのキーワードを入

部門A 部門B お客様A

● 企業や取引先で使われている共通・類似様式をシナリオ化
● 社内ならびに企業グループの効率的かつ迅速なDXを支援

お客様B 

実行管理、ログ分析
　⇒ 業務分析
　　 今後はレコメンド機能も

シナリオホスティング・課金
　⇒ 有償シナリオ提供

企業グループ向けシナリオ 特定業種向けシナリオ
情シス部門

（シナリオ提供者）
サービス事業者
（シナリオ提供者）

LOG

図 2　「WinActor Cast on Call」の活用例（共通業務の一括自動化）

WinActor Cast on Call を
活用した共通業務の一括自動化

2020 年度中に定額制＆請求書
支払と、Mobile 端末にも対応
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NTT-ATは、企業や社会にとって
の今日的な課題である DX推進を支
援するために、1 章で紹介した
AugmentedAutomation （拡張自動化：
以下 AA）の考えに基づき自動化適用
領域の拡大に注力している。　　

AIロボティクス事業本部ビジネスス
トラテジー部門の萩元良介部門長は、
「AAは、狭義にはお客さま提供価値
を拡張・最大化するためのフ レーム
ワークであり、WinActorをコアとした
自動化ステップ周辺の価値要素とそれ
らとの関係性を、WinActorにちなん
だ演劇用語を使って、図１のようなダ
イヤグラムで表現しています。
お客さまの DXを実現していくうえ

での基本スタンスは、WinActorその
ものを進化発展させながら、他に必要
なところをアライアンス等により網羅し
ていくこと、すなわちオープンイノベー
ション戦略に基づくBoBによる
“WinActor×X”の取り組みです。こ
れは世界中の優れた技術・製品を選
定してWinActorと組み合わせること
による価値創造＝“コトづくり”の営
みであり、そうして形成される強固な
エコシステムこそが、RPA単体では
実現できない真のDXに向けた総合力
につながるものと考えています」と強
調する。
現在、NTT-ATではNTTグループ

や外部パートナーと積極的に連携し
て、BoBによる“WinActor×X”によ
る価値創造の取り組みを加速し、Go 

To Market推進に注力している。以下

では、“WinActor×X”によるDX拡
大のショーケースを4つ紹介する。

NTT-ATの自治体向けビジネスは、
AIロボティクス事業本部に加えValue 

Co-creation事業本部や西日本事業本
部等が、NTTグループ会社等と連携
して展開している。コロナ禍において
効果を発揮したのが、「特別定額給
付 金 の 申 請 書 登 録 業 務 」 を
WinActor×AI-OCRで自動化したこと
だ。Value Co-creation事業本部ビジ
ネスリレーション第一部門の大石浩司
部門長は次のように述べている。
「特別定額給付金の登録申請業務
が自治体の業務を圧迫しているなか
で、NTT-ATやWinActorの代理店
各社は工夫を凝らして自治体を支援

顧客提供価値を拡張・最大化する AugmentedAutomation （拡張自動化）の考えに基づき真の DX 実現を支援する NTT-
AT。その基本スタンスは、オープンイノベーションにより世界中の優れた技術と WinActor とを自在に組み合わせる“ベ
スト・オブ・ブリード（BoB）”による自動化適用領域の拡大だ。本稿では BoB による DX 拡大の取り組み事例を紹介する。

4 ベスト・オブ・ブリードによる DX の拡大

BoB で“WinActor × X”に
よる DX 拡大の取り組みを加速

AI ロボティクス事業本部
ビジネスストラテジー部門

部門長　萩元 良介氏

ベスト・オブ・ブリードを基軸に、“WinActor×Ｘ”で顧客提供価値を拡大

「特別定額給付金の登録申請業務」
自動化【WinActor × AI-OCR】

Actor
（俳優）

外部連携等も含め
現場フレンドリーに自動化実演

Reviewer
（劇評家）
マクロ・ミクロの

ロボット運用評価/ROI算定

Prompter
（黒子/後見）

人とロボットとの対話による
コラボレーション/運用サポート

Producer
（総監督）

ワークフロー全体のマネジメント
/Orchestration

Plotter
（筋書き作家）

AIを活用した
業務プロセス分析と可視化

Director
（舞台監督）

ロボットの動作・シナリオ実行を
確実・セキュアに運用管理

Writer
（シナリオ作家）

プログラム初心者はもちろん
高度なプロユースにも対応

●ロボット管理ツール
・CL型：WA Manager on Cloud
・OP型：WinDirector
●監査対応/BlockChain活用

●BPM/BPRツール
●シナリオ自動生成
●問題箇所/改善案自動抽出機能

@DeAnoS/RakuDA

●V.7新GUI（３つのモード）
・スタンダード/ダーク/クラシック
●V.7新シナリオエディタ
・初心者用 ： WA Storyboard
・プロ用 ： WA Scenario Script 
●WA Brain Cloud Library

●BIツール：Spotfire
●問題箇所/改善案自動抽出機能

@DeAnoS/RakuDA
●Chatbot
・WinActor Brain NaRuKami 
（受付サポーター/運用サポーター）

●統合システム運用管理ツール
●サービスマネジメントツール
●ID管理サービス
●ワークフロー

●AugmentedAutomation（拡張自動化：狭義）
・顧客提供価値は、RPA単体だけでなく“総合力”で決まる
・その源泉は、“ツールの多様性×自動化ステップの網羅性”にある
・WinActorは、自らの機能高度化と周辺環境強化を進めつつ、

パートナーアライアンスによるEcosystemで、顧客提供価値の拡張
最大化を目指す！　→　BoBによる“WinActor×X”

●外部サービス連携
インテリジェント契約チェッカー

●外部クラウドサービス連携
ERP/CRM/AI-OCR/DocuSign

※WinActor（WA） ： WindowsPC上の単純反復作業を、シナリオに忠実に自動処理する（＝演じる）俳優（Actor）

図 1　WinActor をコアとした顧客価値を最大化するためのAAフレームワーク
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しました。特に効果的であったのが、
WinActor、AI-OCRの無償提供と、
WinActor × AI-OCRによる自動化ソ
リューションの導入です。結果は一様
に高い評価をいただき、中には他業
務の自動化を踏まえて実験を行い、
来年度予算に組み込んでいただいた
自治体さまもいます」と述べている。
自治体は、どこでも同じような業務が
ある。この点を踏まえ、WinActorの最
有 力 代 理 店 の NTTデ ータは、
WinActorのシナリオを共同で利用でき
る仕組みをサービス化している。今後
は、このような共同利用型プラットフォー
ムも活用しながら、DXの推進が一段と
加速していくことが期待される（図２）。

NTT-ATは、社内業務プロセス改

クラウドサービス
の更新サイクルは
きわめて早い。基
幹システム側の更
新に伴うWinActor

シナリオの変更も
比較的容易に実施
できるので、企業
の IT部門にとって
便利な機能の追

加・更新が発生した場合でも迅速に
利用することが可能だ。これが、“現
場（業務部門）フレンドリー”だけで
なく“IT部門フレンドリー”といわれ
る所以である。すでにNTT-ATでは、
WinActorによりWEB請求書発行シ
ステム「楽楽明細」や、NTT-ATが
販売パートナーとなっている物品管理
クラウドサービス「Convi.BASEⓇ」と
基幹システムを連携し、請求書発行
業務や資産管理業務の効率化を実現
している。
2020年 4月には、システム間連携、

システム移行、3章で紹介したクラウ
ド型 RPAサービス「WinActor  Cast 

on Call 」用など、高度かつ質の高い
エンタープライズ向けシナリオの製造・
提供を行うための「WinActorシナリ
オセンタ」を開設した（図 4）。

WinActorシナリオを動作させるプ
ラットフォームとして、こちらもNTT-AT

革の一環でWinActorを活用し、「SAP 

S/4HANA Cloud Multi tenant edition

（MTE）」導入によるERPのクラウド
マイグレーションを約半年間という短
期間で実現した。この経験・知見を
活かし、今後成長が見込まれるコンサ
ルティングを含めたDX関連ビジネス
の強化・拡大に取り組んでいる。

Value Co-creation事業本部 DXイ
ノベーションプロジェクトの都筑純プロ
ジェクト長は、「ERPのクラウド移行と
いう大変なプロジェクトを経験して初め
て分かったことは、“現場フレンドリー”
なRPAを売りにしているWinActorが、
実は IT部門にとってもフレンドリーで
あるということです。WinActorは
SaaSとの親和性が高く、アジャイル型
で機能追加が行えます。つまり、基幹
システムをクラウドに移行したことで、
クラウド上の便利なツールの利用が容
易になりました。図 3に示すように業
務に必要な機能を持つシス
テムやサービスをWinActor

で連携することで、基幹系
システムを中心とした環境の
構築を比較的短時間で実現
できました。この経験・知見
を、お客さまの基幹系シス
テムをはじめとしたDX推進
にも活かせるのではないかと
思っています」と力説する。

西日本事業本部
ビジネスインキュベーション BU　担当チーム

Value Co-creation 事業本部
ビジネスリレーション第一部門　担当チーム

（左下：大石部門長）

Value Co-creation 事業本部
DX イノベーションプロジェクト　担当チーム

（中央下：都筑プロジェクト長）

WinActor を核にした
DX 支援ソリューションを展開

【WinActor ×基幹システム】

図２　WinActor × AI-OCR による
特別定額給付金の申請書登録業務
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が販売パートナーであるグローバルス
タンダードな HCI（ハイパーコンバー
ジドインフラストラクチャ）製品である
「Nutanix」と「WinActor Manager 

on Cloud」で集中管理する仕組み
を構築し、さまざまなサービスと自在
に組み合わせることができるエンター
プライズ環境におけるWinActorの
有効活用を実証した。

都筑プロジェクト長は、「コンサルティ
ングから高度かつ質の高いエンタープ
ライズ向け、WinActorシナリオの製
造・提供を含め、お客さまの DX推
進を支援したいと思っています」とビ
ジネスの抱負を述べている。

NTT-ATの知財（Intell- 

ectual Property）関連ビジ
ネスを推進する IPESビジネ
スセンタにおいて、AIや 

RPAを活用した「士（さむ
らい）テック」と称する士業
向けDXソリューションを展
開するリーガル DXビジネス
ユニット。その主力ソリュー

ションが、2019年 10月 21日より提
供開始した「インテリジェント契約チェッ
カー」だ。
堀野美奈子副 BU長は、「これは、
営業フロントや契約審査担当者をター
ゲットに、徹底した現場目線で契約書
作成／確認業務の効率化を実現する
サービスです。AIが契約書に記載さ
れている条項、及び各条項に記載さ
れている記述内容を解析し、必要な
条項の有無や注意すべき条項などを
瞬時にチェックして、各条項ごとの注
意点などをコメントで表示することに
よって、契約書確認作業の効率化、
契約書審査時間の短縮、審査レベル
の平準化、法務部門の負担軽減を実
現します」と語る。
「インテリジェント契約チェッカー」
では、契約書の条項を細かく分解し、
契約書チェックのノウハウを機械学習
させ、契約書の記述内容が顧客が定
めたチェックポリシー（リスク判定基準）
に合致しているか否かをAIが判定す

る。チェックポリシーは顧客ごと
に個別に設定でき、審査の基準
に業界ごとの慣習を反映できるほ
か、法改正にも柔軟に対応して
いる。また受注契約と発注契約
の相対応する条項を同時に表示
して見比べながらレビューするこ
とも可能だ。

NTT-ATでは現在、インテリジェ
ント契約チェッカーの単体利用の
提案に加え、契約チェック完了以
降の決裁／契約締結、契約書保

受注活動
（営業） 見積もり 受注 発注 納品

管理 

Salesforce

intra-mart（決裁）

請求書
支払い決裁

SAP S/4HANA Cloud 楽楽明細

Spotfire

WinActor連携 WinActor連携

収支情報
（WinActor連携）

財務情報
（WinActor連携）

WinActor連携

図 3　業務の流れとシステム連携イメージ

契約書受領 契約書チェック 決裁／契約締結 契約書 保管

AI-OCRによる
テキスト変換

契約書保管サーバ等
基幹システム

法務担当による
チェック

 
チェック済 

契約書 または 

ストレージサービス

社内システム  
による決裁 

アドオン連携

・ お客さまとの契約書取り交わし
・ 過去契約内容の確認など

営業/契約担当者
によるチェック

※「フレッツあずけ～る」は
　ドキュサイン連携未対応お客さま

または 
CECTRUST-Light 

社内決裁 お客さまとの契約

クラウドストレージサービス

インテリジェント契約チェッカー

アドオン連携

図 5　契約業務フローのＤＸ化イメージ

IPES ビジネスセンタ
リーガル DX ビジネスユニット　担当チーム

（左上：堀野副BU長）

シナリオセンタ

シナリオ
提供

 連携 シナリオセンタ
パートナーズ

 
 

NTT-AT
NTT-ATC お客さま

さらなる
DX化推進

図 4　「WinActor シナリオセンタ」の活用例

一連の契約業務フローの DX 
【WinActor ×インテリジェント契約
チェッカー】
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管まで、WinActorを介して関連製品
とつないで一連の契約業務フローの自
動化に取り組んでいる（図 5）。
堀野副 BU長は、「NTTグループ

の取り扱い製品や NTT-AT製品を連
携させ、契約書受領から保管までの
業務フローの DX化を提案するソ
リューションパッケージ化を行うことで、
効率的で顧客訴求力のある提案を実
現したい」と抱負を述べている。

NTT-ATでは、IoTシステムや ICT

システム、機器設備の潜在リスクを早
期に検知する AI異常予兆検知ソ
リューション「@DeAnoS（アットディア
ノス）」を提供している。本ソリューショ
ンは、NTT研究所が開発したディー
プラーニング技術に基づく異常予兆検
知技術「DeAnoSⓇ（Deep Anomaly 

Surveillance）」を搭載し、1,000種
類を超える膨大な監視項目の学習によ
り、IoT・ICTシステム、機器設備の
故障などの異常や予兆を自動検知し、
その要因を推定するサービスだ。

AIロボティクス事業本部アドバンス
データアナリシスビジネスユニットの由
井世津 BU長は、「あらゆるログ・デー
タからAIが“いつもとここが違う”を
自動検知し、多様化・複雑化した生
産ラインや ICTシステムの異常予兆を
AIが捉え、トラブルを未然に回避しま

化・自動 化のイメージを示す。
WinActorと連携することで、現行シ
ステムに手を加えずに、データ収集・
転送および異常検知後のアクションの
自動化が可能だ。

BIツールの Spotfireや Kibanaと
の連携により設備全体を可視化でき、
的確な状態を把握することが可能なほ
か、NTTデータ先端技術の Hinemos

などの統合運用管理ツールとの連携
により、Hinemosが収集したデータを
入力データとして容易に取り込むこと
も可能だ。
由井 BU長は、「WinActorの自動
化適用領域を拡大することで、保守
運用者の新しい働き方の推進を後押
しします。設備保守運用現場などで
の業務効率化や DXを支援して、新
しい時代におけるお客さまのビジネ
スに貢献していきたい」と抱負を述
べている。

以上、4つのショーケースで示した
ように、既存のシステムの追加開発を
せずにシステムとシステムを一連のフ
ローとしてつなぐこと（＝ワークフロー
化）が簡単にできることもWinActor

の強みである。“WinActor×X”によ
るさまざまなDXの取り組みは今後も
拡大する見通しだ。

す。また、保守者の経験や
過去事例をもとに“しきい
値”や“ルール”などで異
常を発見する従来手法では
対応の難しかった“異常予
兆検知”“異常要因の推定”
“潜在的な未知の障害の発
見”を実現したほか、Win 

Actorを介した柔軟なシステ
ム連携で、ログ・データ収
集や分析、アクションのオペレーション
自動化を可能にしました」と語る。
＠DeAnoSの主な特長とメリットを
示す。
① 人手では解析が困難な大量の装置
ログやセンサデータから網羅的に正常
時の関係性を学習・モデル化し、多様
化・複雑化したICT・IoTシステム等
の効率的、効果的な異常検知を実現。
② ハイパーパラメーター自動チューニ
ング機能、誤検知再学習機能、モデ
ル自動更新機能を具備。機器の増設
等システム構成の変更や利用状況が
変化した際のモデル再構築が容易な
ほか、利用状況の変化に自動対応。
③ 顧客のニーズに応じて、導入コン
サルから開発・構築・運用サポート
などをパッケージ提供。WinActor

と連携し、サイロ型システム間デー
タ連携や異常検知後のアクションフ
ローの自動化が低コストで実現。
図 6に「＠DeAnoS」とWinActor

を組み合わせたオペレーションの高度

AI ロボティクス事業本部
アドバンスデータアナリシス BU　担当チーム

（中央：由井BU長）

ログ・
データ

 

船舶 

工場
IoTセンサー

データセンター
ネットワーク

WinActor連携による
データ収集の自動化

WinActor連携による
アクションの自動化

統合運用管理ツール
Hinemos®との連携

 

 

異常予兆検知

異常要因の推定

ナレッジの蓄積と活用

潜在的な未知の障害発見

オペレーションの
高度化・自動化

BIツール Spotfire/Kibana連携
による可視化・解析支援

@DeAnoS  

エネルギー
供給網

AI異常
予兆検知 

図 6　「@DeAnoS ×WinActor」によるオペレーションの高度化イメージ

AI 異常予兆検知ソリューション
【WinActor ×＠DeAnoS】
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NTT-ATのグローバル事業本部で
は、海外市場における業務プロセス
自動化ニーズの高まりを受け、国内
No.1の導入者数を誇るWinActor海
外販売を 2017年に英語版から開始
した。2018年には中国市場の RPA

ニーズに応えるため中国語版を開始
し、現在は、日本語版・英語版・中
国語版の 3カ国語のWinActorを海
外販売している。
グローバル事業本部グローバルソ
リューションビジネスユニットの武
井伸勝主席技師は、「現在、APAC、
米国、欧州の世界 76カ国において、
11の販売代理店とその 2次販売代
理店を経由して販売しており、

NTT-ATはそれら販売代理
店のサポートを行ってい
ます。販売実績としては、
2020年 11月時点で、海
外市場での導入件数は、
120社を突破しています。
APAC諸国と中国のお客さ
まを中心とし、最近では
ヨーロッパ、米国での利用
事例も増えてきています。
業種的には製造業、IT・通信事業が
多く、商社や金融業のお客さまにも
ご利用いただいています（図 1）」と、
海外展開の概況を説明した。各エリ
アごとの営業活動のポイントを以下
に示す
① APAC：現在の海外販売の中心
エリア。2019年10月に立ち上げた
NTT-ATシ ン ガ ポ ー ル 支 店 は、
APACの販売代理店の拡大／プリセ
ールス活動に力を入れている。域内
のNTTグループ各社とも連携し、
WinActorの良さをアピール中。
② 中国：OCR機能とWinActorの連
携など、新たな付加価値を持つソリ
ューションに興味を示す企業が多
い。NTT-ATの上海事務所にて、中
国の販売代理店の拡大及びサポート
を推進中。

③ 米国：競合他社の参入が激しく、
最も競争が厳しい。NTT-AT米国支
店が、各種イベントでWinActorのプ
ロモーションを行ったり、現地パー
トナーの開拓を推進中。
④ 欧州：APACに次ぐ有望市場と想
定しており、NTTグループ各社と
販売面で連携中。お客さまからは
SAPマイグレーションへのご要望も
あり、NTT-ATのS/4HANA導入ノ
ウハウを活かした対応をNTT-Ltd.

UK、itelligence.UKと検討中。

WinActorの最大の特長は、“現場
フレンドリー”な RPAとして、お
客さまが自ら業務プロセスの改善に
活用できる点だ。NTT-ATではこの

NTT-AT のグローバル事業本部では、国内売上 No.1 を誇る WinActor の海外販売を 2017 年より開始した。英語版から開
始し、現在は日本語版・英語版・中国語版の 3 カ国語の WinActor を、世界各国の販売代理店を経由して提供している。
2020 年 11 月現在、海外市場での導入件数は 120 社を超えている。本稿では WinActor の海外展開状況を紹介する。

5 WinActor の海外展開

コト売りを軸に、
WinActorの海外展開を強化・加速

グローバル事業本部
グローバルビジネスソリューション BU　WinActor チーム

（右下：武井主席技師）

海外市場での導入件数 120 社を
突破した WinActor

Manufactures
40.0%

IT and Communication Service
30.7%

Trading
7.9%

Finance
6.4%

Leasing
3.6%

Others
11.4%

図 1　業種別導入状況

ライセンス販売主体から、
価値提供の「コト売り」重視へ



15ビジネスコミュニケーション　2020  Vol.57  No.12

特集　 DX実現に向けたNTTアドバンステクノロジの
AIロボティクスビジネス最新動向

特長を引き続き訴求するとともに、
これまでのライセンス販売主体に加
え、WinActorを使うことによって
得られるお客さまへの価値提供、す
なわち「コト売り」の提供に着目し
ている。「コト売り」のソリューショ
ンは、WinActorと他の付加価値を
持つ商材との組み合わせが肝にな
る。以下、海外市場で特に注力して
いる組み合わせの事例を示す。
●AI-OCRとの連携ソリューション

AI-OCRとWinActorの組み合わせ
により、紙に書かれたり印刷された
情報の読み取り、データのシステム
投入、さらには関係者への通知など、
一連の作業の自動化を実現できる。
海外市場向けに、NTT-ATでは、ア
ライズイノベーション社の AI-OCR 

製品（AIRead）とWinActorの連携
ソリューションを作成し、各業務分
野での活用を推進している。
具体的な実績として、OVOL（日
本紙パルプ商事）シンガポール社が、
これまで手作業で行われていた複雑
な船積み書類のデータ入力業務の自
動化を図る AI-OCR×WinActorソ
リューションを運用開始している。
今後、本特集の 2章で紹介した
WinActorの拡張機能であるチャット
ボット｢WinActor Brain NaRuKami｣
を AI-OCRに組み合わせた高度な
DX推進にも取り組む予定だ。
●NaRuKamiとの連携による運用

自動化ソリューション
NTT-ATでは、WinActorと NaRu- 

Kamiを組み合わせたいくつかの利
用シーンについてデモ用シナリオを
作成し、NTTグループの海外 OpCo

やWinActorの販売代理店に対して
プロモーションを行い、さらに PoC

によるフィールド評価を実施中だ。

WinActor Ver.7（v7.1.1）を提供開
始した。Ver.7では、Javaから完全
に脱却しフルリメイクしたことによ
る処理速度の高速化を活かし、本特
集の 2章にも紹介したように、視
認性と操作性を重視した UI/UXに
刷新した。また、楽しく学べるチュー
トリアルでは、シナリオ作成の基本
から実践的・応用的な操作までを、
テレワーク中の自宅学習において
も、学習者が独力で勉強することが
可能となっている。Ver.7の提供を
トリガーに、販売活動の加速を図る
つもりだ。
さらに、国内で 2019年 10月か
ら提供開始し、本特集の 3章でも
紹介した「WinActor Cast on Call」
についても、海外販売を進めていく。
そのため、海外のお客さまにとって
どのようなシナリオが求められるの
か、クラウド利用の際の伝送遅延等
のテクニカルな課題がないか、お客
さま情報の取り扱いにおける各国の
セキュリティポリシーなど制度上の
課題がないかなどの確認のため、商
用化に向けたβ版によるフィールド
確認（PoC）を 2021年当初から実
施するよう準備を進めている。
最後に武井主席技師は、「NTT研

究所の技術に由来するWinActorを、
NTTグループのDX ツールとして社
内利用いただくとともに、国内のみ
ならずグローバルのお客さまにも広
くお使いいただきたい。また、新型
コロナ禍に対応するために世界各国
が取り組んでいる新たな業務スタイ
ルへの移行にも役に立てたい。これ
まで以上に NTTグループをはじめ
とする関係企業のお力添えをいただ
きながら、海外展開を積極的に推進
していきたい」と抱負を述べている。

具体的には、ネットワークやサー
バー・システムの運用現場における
監視・保守用途向けに、NTT-ATの
ロングセラー商品である光スイッチ
（ルータ／スイッチ間の冗長切替装
置）、ROME（光ケーブルの配線切替
ロボット）とWinActorを連動させた
状態監視や計画切替の運用支援ソ
リューションの提案を行っている。　　
●SAP連携ソリューション

SAP社は、企業向けのアプリケー
ションを世界各国の各業務分野向け
に提供している。しかし、SAP社
の標準アプリケーションでは、各企
業や各職場に特化した IT環境と接
続できなかったり、必要な業務デー
タが揃っていない場合がある。この
ような場合、WinActorを使えば、
各企業が保有する既存システムと
SAP社の標準アプリケーションの
橋渡しを非常に安価に実現可能だ。
一例として、SAP社の人事管理

システム「SuccessFactors」とWin 

Actorを連携したコンプライアンス
管理ソリューション「Regilink」が
ある。これは、NTT 持株 GB 室、
NTT株式会社（NTT, Inc.）の支援
を受け、NTTデータグループの
everis、itelligence と NTT-AT との
コラボレーションにより実現したも
ので、本年、everis がソリューショ
ンとして提供開始した。この中で、
WinActorは、お客さま企業が保有
する既存の個別の人事情報システム
と Regilinkの間を自動的にデータ
連携させる機能を果たしている。

NTT-AT は、2020 年 10 月 1 日
より従来版を完全に刷新した

WinActor Ver.7 をトリガーに
海外販売活動を加速
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